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※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の研究委託を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」は全体－協働－
個別のバランスの中で実現－そのように言ってくれれば実践は進み
ます（文科省サポートマガジン『みるみる』令和7年4月 より）



文部科学省初等中等教育局教育課
程課教育課程企画室 (編)

『個別最適な学びと協働的な学びの一
体的な充実のためのサポートマガジン
『みるみる』』（令和7年4月）



Point１

【基本編①】
これからの時代に求められる子供たちの資質・能力

「主体的・対話的
で深い学び」の視
点に立った授業改
善を行うことで、
学校教育における
質の高い学びを実
現し、学習内容を
深く理解し、資
質・能力を身に付
け、生涯にわたっ
て能動的（アク
ティブ）に学び続
けるようにする

「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」をガイドする
『みるみる』の基礎編①で、まず「主体的・対話的で深い学び」
を説くことから始めている



Point２ 全ての子どもが「主体的・対話的で深い学び」をできるとは限ら
ず、「個別最適な学び」を提唱する必要があった（令和答申）。

・子供の多様性、特異性の配慮
・誰一人取り残さず全ての子供に（包摂性）

Point３ その上で「協働的な学び」
を追加

・個別最適な学びで「個が
孤立してしまわないよう
に」配慮

基礎編②

基礎編②



Point４

基礎編②

全ての子どもが「主体的・対話的で深い学び」をできるとは限ら
ず、「個別最適な学び」を提唱する必要があった（令和答申）。

・子供の多様性、特異性の配慮
・誰一人取り残さず全ての子供に（包摂性）

ここに注目



6

この説明は混乱を招いています

「「個別最適な学び・協働的な学びの一体的な充実」では対話
力は育たない」（『日本教材文化研究財団研究紀要』No.54, 
2025年3月31日）

⼊
れ
る
な
ら
こ
こ
で
し
ょ
う
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Point5

基礎編③

学習は「（集団）全体－協働－個別（個）」のバランスの中で行
われる




